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バックグラウンド

ビジネスアーキテクチャとビジネスアナリシスにおける活動経歴

TOGAF® Enterprise Architecture Practitioner (TOGAF®10)資格
TOGAF® Business Architecture Foundation (TOGAF®10)資格
ビジネスアーキテクチャギルド（BIZBOK®提供団体） 正会員（2015年～）およ
び翻訳ボランティア・オフィシャルメンバー
ロジャー・バールトン「ビジネスアーキテクチャ」書籍翻訳者（7/21発売予定）
グローバルなビジネスアナリシスカンファレンスであるbbcカンファレンスにお
いて、2012年から10年以上にわたりビジネスアーキテクチャの議論に参加

IIBA® Certified Business Analysis Professional (CBAP®)資格
IIBA日本支部理事

塩田宏治 クリエビジョン代表取締役

◆マルチ視点
NTTデータでITベンダ側のSEの立場
ソニーでビジネス（業務）部門側の立場

ソニーグローバルソリューションズで情報システ
ム部門側の立場

◆本タスクフォースに関連する実務経験
・PMO組織リーダとして、プロジェクトの開発側はも

ちろんのこと、ビジネス側の業務改革活動へのコ
ミットメントと活動推進が価値実現の肝として推進
・ビジネスアーキテクチャ＆アナリシス領域のCOE

リードとして、ビジネスアーキテクチャ領域とビジネ
スアナリシス領域の組織的活動を推進

・様々な企業様のビジネスアナリシス組織および
アーキテクチャ組織の育成や活動支援を実施
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ビジネスアーキテクチャ・コミュニティにおける基本的な問題意識

ビジネス戦略

ビジネスアーキテクチャ活動

イニシアチブ・
マネジメント

戦略計画
（方針・アプローチ）

ビジネスモデル • 優先度評価（ポートフォリオ）
と投資戦略

• イニシアチブ・ロードマップ
• ビジネス／デジタル・ITトラン

スフォーメーション戦略（実行
計画）

• イニシアチブ・ビジョン（目的・
目標） など

戦略 実行

戦略意図
（目的・目標）

ギャップ

ビジネスアーキテクチャ・ブループリント
アーキテクチャ・ロードマップ

実行可能な
展開計画

イニシアチ
ブ実行

具体化されていな
ければマネジメント
チームを支援

イニシアチブ：
プログラム/プロジェクト/プロダクト開発

PMO組織等とポート

フォリオレベルでの
協業と意思決定

• 経営層の話（財務ゴールや広範な目標（ビジネスコストの削減、市場投
入スピードの向上など）を、明確な戦略的ケイパビリティ（方針）、市場
やプロダクトへのアプローチ、オペレーション要求などに具体化する

• 特にサイロな組織では、ステークホルダのモチベーションと経営層の意
図にギャップがある可能性がある。ステークホルダの思考プロセスを、
タスクベースまたはプロジェクトベースから、システムおよびエンタープ
ライズレベル視点からの思考にシフトする。

• ブループリント（ビジネスアーキテクチャのモデル）で将来の状態を記述
し可視化することで、エンタープライズのゴールや目標のために、何が
オペレーションとして期待されるかを理解し、共通言語で協議できる。
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bbc(building business capability)カンファレンスに見るBAにおける世界の関心の動向（1/2）

2011 2012 20142013 2015

ビジネスアナリ
シス、ビジネス
ルール、ビジネ
スプロセスが連
携し、ビジネス
アナリシスの手
法が深化し始
めた。
３つの領域のプ
ラクティスが議
論の中心

３つの領域のプ
ラクティスが深
化しつつも、議
論の中心。
BAがビジネス
変革に対する
プラクティスで
あることを意識
し始めた年

トランスフォー
メーション、EA
及びビジネス
アーキテクチャ
の議論が大き
く進化し始めた
年。
AgileがBAプラ
クティスにおい
てもテーマとな
り始めた年。
３つの領域のプ
ラクティスは継
続して様々な
テーマから提
供

ビジネス・組織
の“トランス
フォーメーショ
ン”がキーワード。
ビジネスアーキ
テクチャの議論
が更に進化。
Agileが本格的
にBAの主要
テーマになった
年
３つの領域のプ
ラクティスは継
続して様々な
テーマから提供

ケーススタディのセッ
ションが増加
BAの進化する役割
（ビジネスリレーション
シップマネジャー、エ
ンタープライズBAな
ど）について様々な紹
介が見られる
ビジネスアーキテク
チャ、ビジネスプロセ
ス、ビジネスルールが
三本柱。
Agileセッションやオー
プンジャムが拡大

2016

Agileのセッションは
大きくなっている
ビジネスリレーション
シップマネジャーも継
続
デザイン思考との融
合
デジタルやテクノロ
ジーに関連したトピッ
クも増加
ビジネスアーキテク
チャやビジネスアナリ
シスの様々な適用
ルールマネジメント、
BPMも定番トピックと
して存在
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bbc(buiｌding business capability)カンファレンスに見るBAにおける世界の関心の動向（2/2）

2017 2018

ビジネスアジリティの
重要性
テクノロジー関連増
加
デジタルトランス
フォーメーションとア
ジリティの２つの流れ
に沿って、実行プラ
クティスとしてビジネ
スアーキテクチャ、ビ
ジネスルール、ビジ
ネスプロセス、ビジネ
スアナリシスが編成
ビジネスアーキテク
チャ、ビジネスルール、
ビジネスアナリシス
の定番内容も存在

2019 2020

2017年のトレンド
を踏襲
ビジネスアジリティ
やアジャイル（リー
ン、DeｖOps等含
む）とデジタルに関
連して、様々なビジ
ネスアーキテクチャ、
ビジネスルール、ビ
ジネスプロセス、ビ
ジネスアナリシスが
編成されている。
まだデジタルはテ
クノロジーの紹介の
要素が強い。

2018年のトレンド
を踏襲
ビジネスアジリティ
とデジタルに関連
して、様々なビジ
ネスアーキテク
チャ、ビジネスルー
ル、ビジネスプロ
セス、ビジネスア
ナリシスが編成さ
れている点は変わ
らない。
IIBAとして強化し
ているデータアナ
リティクスやサイ
バーセキュリティも
増えつつある。

ビジネスアジリティ
とデジタルが大き
な潮流であること
に変化はない。
どう変化を起こす
か、戦略実現、
リーダーシップとい
う観点がトラック
として強調された。
データアナリティク
スやサイバーセ
キュリティは増加。
既存コミュニティ
（TRAIL）に属さな
い発表が増加。

2021-

2022
2023

生成AIがもらたら
すBAへの影響が
大きな議論テーマ
として取り上げら
れる。前年の傾向
から続き、データ
ドリブンなビジネス
や組織運営に関
するトピックも増
加し、全体トピック
としては、ビジネ
スアーキテクチャ
やアジャイルBA
（プロダクトマネジ
メントやプロダクト
オーナーシップ）な
どの定番テーマが
多くみられた。

デジタル以前のト
ピックに少し回帰
している印象だが、
とくにプロダクト
オーナーシップ関
連が比較的多く、
新しいサイバーセ
キュリティやデータ
関連のトピックも
増加。ビジネス
アーキテクチャや
ビジネスアナリシ
スの様々なトピッ
クも多くみられた。

2024

生成AIとBAの関
連についてのト
ピックが1/4程度
あり、将来のBAの
姿についての考察
も深まっていた。
前年の傾向から
続き、データ、ビ
ジネスアーキテク
チャやプロダクト
マネジメント、その
他BAスキルなど
の定番テーマおよ
びベーシックな内
容の講演も多くみ
られた。
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顧客価値創造のエンド・ツー・エンド・バリューストリーム

顧客/ステーク
ホルダ・ニーズ

ビジョンと
望ましい結果
（戦略意図）

戦略計画

ビジネス
モデル

バリュー
ストリーム

ケイパビリティ

ステークホルダ
＆組織

イニシアチブ
ビジョン

ビジネス

アーキテクチャ
ロードマップ

イニシアチブ
ロードマップ

イニシアチブ
企画・計画

ステークホルダ
（業務）要求

ソリューション
要求

ソリューション
デザイン

ソリューション
デリバリ―

ビジネス
トランジション

プロダクト*
ポートフォリオビジネス

オペレーション

ビジネス（業務）
プロセス＆
ルール

イニシアチブ
ポートフォリオ

コンテキスト・
顧客ニーズ

ビジネス
コンテキスト

価値・戦略デザイン

アーキテクチャ・デザイン＆ガバナンス

イニシアチブ・デザイン

オペレーションデザイン
＆デリバリー

運用
（オペレーション）

ポートフォリオ・
ガバナンス

デジタル/IT

アーキテクチャ
ロードマップ

ケイパビリティ
インスタンス

スタート凡例：

価値
実現と維持

情報

ソリューション
アーキテクチャ

@CreaVision



COPYRIGHT © CREAVISION LTD ALL RIGHTS RESERVED 7

ビジネスアナ
リストの主たる
業務領域

ビジネスアーキ
テクトの主たる
業務領域

経営層や戦略チーム
やビジネスオーナー
の主たる業務領域

ビジネスアーキテクトとビジネスアナリストの役割における主たる活動領域の違い
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（参考）ビジネスアナリシス・コミュニティでの考え方

ビジネスアナリシス・コミュニティの最近の考え方は、ビジネスアナリシス活動は、プロジェクト期間に
閉じることなく、プロジェクト前およびプロジェクト後も含めたソリューション（プロダクト）ライフサイクル
全体で関わるとしている。
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二つのビジネスアーキテクト

戦略レベル責任者

・経営層
・経営企画部

・事業オーナーおよび
リーダーシップチーム

ビジネスアーキテクト
（ビジネス戦略や

ビジネスマネジメント）
・ビジネス戦略
・ビジネスモデル
・プロダクト
・メトリクス
・イニシアチブ

ビジネスアーキテクト
（オペレーション）

・バリューストリーム
・ケイパビリティ
・情報
・組織
・イニシアチブ など

ビジネスアナリスト

・プログラム(PgM協業)
・プロジェクト(PM協業)
・プロダクト開発(PdM協業)

プロダクトマネジャー

・プロダクト開発

伝統的に、初期の企画された顧客向けプロダクトに対しては、
プロダクトマネジャー（またはプログラム/プロジェクトマネ
ジャー）がアサインされることが多い

伝統的に、初期の企画されたオペレーション向けソリューションに
対しては、プログラム/プロジェクトマネジャーとビジネスアナリスト
がアサインされることが多い
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ロール（役割）モデル例＜定常業務＞

Business UnitBusiness Unit

Business domain Business domain

Business 
Relationship 

Manager

Business 
Relationship 

Manager

Business Process
                 (Operational architecture) domain

Business 
(Process)
Architect

Application 
domain

Application
Architect

ビジネスアーキテクチャを支える情
報システムアーキテクチャを最適化
する役割

各BU（またはBUまたがり）のビジネ
ス戦略をビジネスアーキテクチャを
整合させてビジネス価値創出を推
進する役割

Data domain Infra domain

Data
Architect

Infra
Architect

横串でオペレーショナルなビジネス
アーキテクチャの最適化を図る役割

Business 
Manager

Business 
Manager

ビジネスアーキテクトや
シニアなビジネスアナリ
ストの役割の領域

Corporate

Development/Operation/Maintenance ソリューション開発・運用を行う役割

Business 
Architect

(Strategic)

Business 
Architect

(Strategic)

Business 
Architect

(Strategic)

Business 
Relationship 

Manager

各BU（またはBUまたがり）のビジネ
ス戦略を構築し、戦略の実現アーキ
テクチャモデルを最終的に判断し、
価値実現に責任を取っていく役割

この領域は様々な役割
モデルの形態が考えうる

EAのオペレーション

が主に対象としてい
る領域
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ロール（役割）モデル例＜イニシアチブ業務（BA領域）＞

Business 
(Process) 
Architect

Business 
Relationship 

Manager

Business Managements/SMEビジネスマネジメント

×

各事業のビジネスパ
フォーマンス最大化

企業全体でのビジネス
プロセス効率最大化

Business 
Analyst
(Project 

BA)

プロジェクトにおけ
る企画及び要求開
発＆デザイン

プロジェクトにおけ
る組織チェンジマネ
ジメント

Governance & 

Future blueprint ×
Change 

implementation



COPYRIGHT © CREAVISION LTD ALL RIGHTS RESERVED 12

ビジネスプロセスとビジネスケイパビリティなどは誰がケアする？

事
業
部
P

事
業
部
Q

事
業
部
R

個別
プロセス

個別
プロセス

個別
プロセス

共通プロセス

ケイパビリティX

C C C C C

ケイパビリティY

C C C C C

標準化・共通化・共有を意
識したい

オーナーとマネジメントは
別でもよいのでは

システム機能K

F F F F F

システム機能L

F F F F F

部門を超えて共通の体系
が欲しい

システム機能と密接に関
わっている

モデリングスキルが必要

ケイパビリティ

人

属性

実
行
活
動
・
手
順

情
報
・
デ
ー
タ

情
報
技
術

そ
の
他
リ
ソ
ー
ス

ケイパビリティはさまざまな
要素の構成物
それぞれ誰が責任を持つ？

ビジネスプロセスやビジネスケイパビリティは、 “ビジネス“と名がつくから、
ビジネスグループが全ての説明責任と実行責任を持つ考え方が最も効果的なのだろうか
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参考

ビジネスアーキテクチャおよびビジネスアナリシスについての概要を理解できるように、
以下のところで一式の情報提供をしていますので、
概要理解が必要な場合はご参照ください。

https://note.com/crea_vision https://crea-v.net/?category_id=684f5643e684981bbc16c152
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